
上下水道事業の経営基盤の強化について 
 
【上下水道事業の経営状況】 
 

●人口減少、節水機器の普及等による給水収益の落ち込みにより、収支不足 
が深刻になっています。 

  
●喫緊の財源確保が必要 
 

・上下水道事業ともにＲ６予算において収益的収支が既に赤字状態になっ 
ています。（右図①、②） 

 
・水道事業：収益的収支不足から剰余金が激減し、Ｒ８以降は欠損金が累積 

します。（右図③） 
 

・下水道事業：過去の下水道施設整備に充てた企業債の償還がピークを迎え 
ています。 
このままではＲ７には資金ショートになります。（右図④） 
 

⇒ 令和５年度に行った上下水道ビジョンの中間見直しでは、 
資金不足を全て料金改定で補う場合、水道事業で 23％、 
下水道事業で 27％の改定が必要と分析しています。 

 
  ⇒ 上下水道事業の経営基盤の強化のため、財源の確保が必要です。 
 

 ⇒ 財源確保の方策については、下記の点に留意し慎重に検討します。 

 
【財源確保の方策検討に係る留意点】 
 
①「河内長野市を支え続ける安心上下水道」の追求し、持続可能な災害に強い 

ライフライン維持の方策の検討 
 ・上下水道施設の耐震化 
 ・渇水対策 
 ・企業経営の安定化 
 

②「世代間における負担の公平性を確保する方策」の検討 
   ・企業債償還の平準化 
    
③物価高騰の中、市民・事業者負担を可能な限り抑制する方策の検討 

  ・事業費の見直し 

 

  

  

資料６ 

事業費（費用）の見直しを行い、財源確保の方策を検討します。 
それでもなお不足する資金については、「料金改定」によって補い、 
上下水道事業の経営基盤を強化します。 



①           ③ 
 
●水道事業会計 

 

 
 
             ②           ④ 
●下水道事業会計 
 

 

Ｒ６予算で赤字 剰余金が減少し、 
Ｒ８以降は欠損金が累積 

Ｒ６予算で赤字 企業債の償還がピーク 
Ｒ７に資金ショート 


